
















































































ターゲットとして，男女 16 名ずつ計 32 名の 2表情
（喜び・怒り），計 64 枚の顔写真を使用した。ディス


























そして，リスト提示終了後に，100 から 3 ずつ減算
する妨害課題を 1分間行った。
その後，再認テストを行った。ターゲット・ディス










条件別の Hit率の平均を Figure 1 に示す。
Figure 1： Mean proportions of hit rates for facial 
identity recognition as a function of 
expression type at encoding and cue 
condition in Experiment 1. 
角変換後の Hit率について，記銘時の表情 2（喜び，
怒り）×手がかり 2（記銘，忘却）の 2要因分散分析

























実験 1とは異なる女子大学生 88 名が，小集団にて
実験に参加した。
顔刺激
実験 1と同様に，ターゲットとして，男女 16 名ず
つ計 32 名の 2 表情（怒り・中性），計 64 枚の顔写真








条件別の Hit率の平均を Figure 2 に示す。
角変換後の Hit率について，記銘時の表情 2（怒り，
中性）×手がかり 2（記銘，忘却）の 2要因分散分析






























Figure 2： Mean proportions of hit rates for facial 
identity recognition as a function of 
expression type at encoding and cue 
condition in Experiment 2. 
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条件別の Hit率の平均を Figure 3 に示す。
角変換後の Hit率について，記銘時の表情 2（喜び，
中性）×手がかり 2（記銘，忘却）の 2要因分散分析









用 は 有 意 傾 向 で あ っ た た め（F（1,106）=3.63, 











































Figure 3： Mean proportions of hit rates for facial 
identity recognition as a function of 
expression type at encoding and cue 
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